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■取付けされる方へのお願い

●ライザーテラス、セイバーテラス標準タイプの取付け説明書も併せて確認願います。
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

注　意!

ライザ－テラス・
セイバーテラス 1スパン下止め 取付け説明書

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

※製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。
●パネルについて
・屋根パネルは当社指定品をご使用ください。
・屋根の取付けは垂木へののみ込みが左右均等になるようにしてください。パネルが強風により、飛散
するおそれがあります。

●取付けについて
・みだりに改造・変更をしないでください。
※製品腐食のおそれがありますので下記事項をお守りください。
●絶縁処理
・アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触するときは、絶縁処理をしてください。
※水漏れのおそれがありますので下記事項をお守りください。
●シーリングについて
・シーリングは指定個所に必ず行ってください。
・外壁の上から部材を取付ける場合は、コーキング材を下穴に充てんしてからねじ止めしてください。

●水平・垂直は水準器などで正確に出してください。
●前枠の内観右側にブランドラベル（商品名シール）が張ってあります。間口切詰めを
する際には、ブランドラベル（商品名シール）がなくならないようにしてください。

●アルファテラスには使用できません。
●取付けは専門業者が行ってください。
●当社指定の付属品以外は取付けないでください。

■取付け上のお願い ■梱包明細表
名　　　　　　称

後付けビート（2185mm）

取付け説明書

A中間垂木の取付けA中間垂木の取付け

■取付け順序 ■取付け詳細

①ライザーテラス セイバーテラス標準タイプの取付け説明書を参考にし、最後の1スパンとその隣り以外
を取付けします。

②1スパン下止めで取付けする個所の中間垂木の先付けビードを2本外します。
③1スパン下止め側の端部垂木の先付けビードを外します。
④中間垂木を前枠と垂木掛けに取付けてください。
⑤ライザーテラスに関しては、垂木カバーのビードを25mm切断してください。

A部

■B部詳細図

B部

■A部詳細図

先付けビード

外す

外す
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屋根パネル
垂木カバー
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※上止めとして固定
する端部垂木は先
付けビードを抜か
ないでください。

※ライザーテラスに関して
は垂木カバーの先付けビ
ードを切断しておきます。

■ビートの切断
　（ライザーテラスの場合）

垂木掛け

前枠

中間垂木

端部垂木

先付けビード

員　　数

3�
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②残りの野縁を固定します。
③シーリング個所は標準タイプ

の取説を参照してください。

①後付けビードを右表の寸法に切断し、3ヵ所に挿入します。

■納まり図

■後付けビート切断寸法表
出幅
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※後付けビードを取付けるときに
下図のようなあて木を使用する
ことにより、作業がしやすくな
ります。
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①屋根パネルを中間垂木へ挿入します。

②端部垂木を端部垂木カバーと固定します。固定位置は以下の図を参照。（なお、5尺以上は端部垂木カ
バーの中間にφ5穴を現場加工し、ねじ固定を1個所追加してください。上止め部品セットのねじが余分
にありますので使用してください。）

③端部垂木を垂木掛け側に仮止めし、パネルに端部垂木をはめ込みます。
④端部垂木と前枠を固定します。

前枠側

垂木掛け側

※5尺以上の端部垂木カバー中央
にφ5の穴を現場加工で追加し、
ワッシャーヘッドタッピンねじ
φ4×10で固定してください。

現場加工穴φ5

端部垂木

端部垂木カバー

F屋根パネル、端部垂木
　端部垂木カバーの取付け
　（1スパン下止め側）

F屋根パネル、端部垂木、端部垂木カバーの取付け（1スパン下止め側）

●屋根の取付けは、パネルののみ
込みが左右均等になるようにして
ください。

注　意!

養生シートの切れ目

屋根パネル

中間垂木

中間垂木カバー

屋根パネル

ワッシャーヘッドタッピン�
ねじφ4×10

トラスタッピンねじ�
（3種）φ4×12

端部垂木

平ワッシャーM4用

十字穴付き�
六角ボルトM4×12

前枠

端部垂木カバー

垂木掛け

●1スパン下止め側（端部垂木側）

※パネルのみ込み寸法に油性ペンで印をつけてください。

14.5 14.5 14.5

S野縁の取付けS野縁の取付け
●下止めする場所以外を真ん中のスパンから順に野縁を垂木又は端部垂木にねじ止めしてください。
※600タイプは出幅3尺は野縁の取付けは不要です。

D屋根パネルの取付けと
　 垂木カバーの取付け

D屋根パネルの取付けと垂木カバーの取付け
①パネル押えを下図の位置にあわせます。
②グレチャン（標準タイプ同梱）を取付け、図のようにパネルを垂木掛け、前枠パネル押え部に取付けてく
ださい。
③パネルののみ込みが均等になるようにパネルを取付けます。

グレチャン

垂木掛け

前枠
屋根パネル

※グレチャンは標準タイプ
に同梱されているものを
使用してください。

■取付け位置

④垂木カバーを垂木掛け側に押込み、ねじ止めしてください。
⑤図のようにシーリングしてください。

●指定の個所に必ずシーリングしてください。

垂木掛け

中間垂木カバー

コーキング材
（同梱のブチル
コーキング）

中間垂木カバー

端部垂木カバー

ワッシャーヘッドタッピンねじφ4×10

中間垂木

前枠

パネル押え

55

27.5

屋根パネル

端部垂木

注　意!

※シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板およびポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられま
すので、当社指定のアルコール系
コーキング材を使用してください。

・信越科学工業 シーラント72
・東芝シリコーン トスシール380
・東レシリコーン SE960

ポイント
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①屋根パネルを中間垂木へ挿入します。

②端部垂木を端部垂木カバーと固定します。固定位置は以下の図を参照。（なお、5尺以上は端部垂木カ
バーの中間にφ5穴を現場加工し、ねじ固定を1個所追加してください。上止め部品セットのねじが余分
にありますので使用してください。）

③端部垂木を垂木掛け側に仮止めし、パネルに端部垂木をはめ込みます。
④端部垂木と前枠を固定します。

前枠側

垂木掛け側

※5尺以上の端部垂木カバー中央
にφ5の穴を現場加工で追加し、
ワッシャーヘッドタッピンねじ
φ4×10で固定してください。

現場加工穴φ5

端部垂木

端部垂木カバー

F屋根パネル、端部垂木
　端部垂木カバーの取付け
　（1スパン下止め側）

F屋根パネル、端部垂木、端部垂木カバーの取付け（1スパン下止め側）

●屋根の取付けは、パネルののみ
込みが左右均等になるようにして
ください。

注　意!

養生シートの切れ目

屋根パネル

中間垂木

中間垂木カバー

屋根パネル

ワッシャーヘッドタッピン�
ねじφ4×10

トラスタッピンねじ�
（3種）φ4×12

端部垂木

平ワッシャーM4用

十字穴付き�
六角ボルトM4×12

前枠

端部垂木カバー

垂木掛け

●1スパン下止め側（端部垂木側）

※パネルのみ込み寸法に油性ペンで印をつけてください。

14.5 14.5 14.5

S野縁の取付けS野縁の取付け
●下止めする場所以外を真ん中のスパンから順に野縁を垂木又は端部垂木にねじ止めしてください。
※600タイプは出幅3尺は野縁の取付けは不要です。

D屋根パネルの取付けと
　 垂木カバーの取付け

D屋根パネルの取付けと垂木カバーの取付け
①パネル押えを下図の位置にあわせます。
②グレチャン（標準タイプ同梱）を取付け、図のようにパネルを垂木掛け、前枠パネル押え部に取付けてく
ださい。
③パネルののみ込みが均等になるようにパネルを取付けます。

グレチャン

垂木掛け

前枠
屋根パネル

※グレチャンは標準タイプ
に同梱されているものを
使用してください。

■取付け位置

④垂木カバーを垂木掛け側に押込み、ねじ止めしてください。
⑤図のようにシーリングしてください。

●指定の個所に必ずシーリングしてください。

垂木掛け

中間垂木カバー

コーキング材
（同梱のブチル
コーキング）

中間垂木カバー

端部垂木カバー

ワッシャーヘッドタッピンねじφ4×10

中間垂木

前枠

パネル押え

55

27.5

屋根パネル

端部垂木

注　意!

※シリコンシーリングを行う場合、
アクリル板およびポリカーボネー
ト板のひび割れなどが考えられま
すので、当社指定のアルコール系
コーキング材を使用してください。

・信越科学工業 シーラント72
・東芝シリコーン トスシール380
・東レシリコーン SE960
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■取付けされる方へのお願い

●ライザーテラス、セイバーテラス標準タイプの取付け説明書も併せて確認願います。
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

注　意!

ライザ－テラス・
セイバーテラス 1スパン下止め 取付け説明書

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

※製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。
●パネルについて
・屋根パネルは当社指定品をご使用ください。
・屋根の取付けは垂木へののみ込みが左右均等になるようにしてください。パネルが強風により、飛散
するおそれがあります。

●取付けについて
・みだりに改造・変更をしないでください。
※製品腐食のおそれがありますので下記事項をお守りください。
●絶縁処理
・アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触するときは、絶縁処理をしてください。
※水漏れのおそれがありますので下記事項をお守りください。
●シーリングについて
・シーリングは指定個所に必ず行ってください。
・外壁の上から部材を取付ける場合は、コーキング材を下穴に充てんしてからねじ止めしてください。

●水平・垂直は水準器などで正確に出してください。
●前枠の内観右側にブランドラベル（商品名シール）が張ってあります。間口切詰めを
する際には、ブランドラベル（商品名シール）がなくならないようにしてください。
●アルファテラスには使用できません。
●取付けは専門業者が行ってください。
●当社指定の付属品以外は取付けないでください。

■取付け上のお願い ■梱包明細表
名　　　　　　称

後付けビート（2185mm）

取付け説明書

A中間垂木の取付けA中間垂木の取付け

■取付け順序 ■取付け詳細

①ライザーテラス セイバーテラス標準タイプの取付け説明書を参考にし、最後の1スパンとその隣り以外
を取付けします。

②1スパン下止めで取付けする個所の中間垂木の先付けビードを2本外します。
③1スパン下止め側の端部垂木の先付けビードを外します。
④中間垂木を前枠と垂木掛けに取付けてください。
⑤ライザーテラスに関しては、垂木カバーのビードを25mm切断してください。

A部

■B部詳細図

B部

■A部詳細図
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※上止めとして固定
する端部垂木は先
付けビードを抜か
ないでください。

※ライザーテラスに関して
は垂木カバーの先付けビ
ードを切断しておきます。

■ビートの切断
　（ライザーテラスの場合）

垂木掛け

前枠

中間垂木

端部垂木

先付けビード

員　　数

3�
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②残りの野縁を固定します。
③シーリング個所は標準タイプ

の取説を参照してください。

①後付けビードを右表の寸法に切断し、3ヵ所に挿入します。

■納まり図
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※後付けビードを取付けるときに
下図のようなあて木を使用する
ことにより、作業がしやすくな
ります。
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